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平成26年１月1日から平成29年8月31日までに当院で大腸カプセル内視鏡検

査を受けられた患者さんへのお知らせ 
  

「大腸カプセル内視鏡におけるアダプティブ・フレームレート調整機能（AFR）起動のタイミン

グによる盲腸見落としの検討」に関する後方視的臨床研究について 

 

 平成26年１月1日から平成29年8月31日までに、川崎医科大学附属病院において大腸カプセル内

視鏡検査を受けられた患者さんから得られたカプセル画像を中心とした臨床データを用いて、後

方視的疫学研究を実施します。川崎医科大学・同附属病院倫理委員会より承認を得て、倫理委員

会承認日から平成30年3月31日の期間で行います。 

 本研究の目的は、大腸カプセル内視鏡検査をより有効に行えるよう、大腸カプセル内視鏡検査

をうけられた患者さんを対象に検討していきます。大腸カプセル内視鏡は電池の節約のため一定

時間電池が切れるタイミングがあります。電池が切れる時間が長すぎで大腸到達後に電源が再開

することがあり、撮影が再開した時には大腸内にカプセルが到達しており、それにより大腸の病

変を見おとす可能性があると考えました。AFR を早めに起動させることで大腸の見落としが減

少するかどうか後ろ向きに検討し、その有効性を確認し、今後の臨床現場に役立つ可能性があり

ます。この研究の結果は、学会演題や学術論文として発表される予定です。研究に関するデータ・

資料は発表から 5年後に廃棄いたします。また、この研究を行うために中江病院よりカプセル内

視鏡画像の提供を電子的配信で受けます。個人を特定できないよう中江病院にて匿名化を行い、

対応表の提供は受けません。本研究は、カルテおよびカプセル画像からのデータのみを収集する

臨床研究であり、患者さんに新たな身体的及び経済的負担はありません。また、謝礼はありませ

ん。対応表を作成し、患者さんに新たな患者さんの個人情報を抹消した状態で解析します。対応

表は本学のみで保管し、外部に提供いたしません。従って、患者さんの個人情報が外部に漏れる

心配は全くありません。本研究を実施する関係者には、田辺三菱製薬（株）、ゼリア新薬（株）、

コヴィディエンジャパン（株）、武田薬品工業（株）、第一三共(株)、大塚製薬（株）、EA ファー

マ（株）より奨学寄附金の受け入れ、アステラス製薬（株）、武田薬品工業（株）、第一三共（株）、

大塚製薬（株）、アストラゼネカ（株）より個人収入の受け入れ、またアッヴィ合同会社よりそ

の他の受け入れがありますが、その内容を利益相反委員会に報告し、適正に管理されています。

また、本研究は研究分担者の教員研究費のみを使用します。本研究の対象となる患者さんは、ご

自身に関するデータの使用を拒否することができます。研究の参加を希望されない方は下記まで

ご一報ください。その場合でも、患者さんに不利益が生じることはありません。 

 また、何かご不明なことがありましたらいつでも遠慮なく下記の問い合わせ先にご相談くださ

い。 

ご希望であれば、他の研究対象者の個人情報及び知的研究財産の保護に支障がない範囲内で研

究計画書及び関連資料を閲覧することができますのでお申し出ください。 

 

問い合わせ先：附属病院外来（検査部門）  河上 真紀子 

電子メール： m_kawakami_1106@yahoo.cojp 

TEL:   086-462-1111（内線：23505） 

FAX：  086-464-1195 
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